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省エネルギー基準改正について

茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、富山県、石川県、

表-1. 地域区分表

平成25年に非住宅建築物及び住宅に関する省エネルギー基
準を統合した「エネルギーの使用の合理化に関する建築主及
び特定建築物の所有者の判断基準」（平成25年経済産業省・
国土交通省告示第1号）が制定されました。今回は改正の概要
を特集しました。

改正の主な内容
　１．  非住宅建築物と住宅の告示の統合
　２．  一次エネルギー消費量基準の導入
　３．  住宅外皮の熱性能の評価基準の変更
　４．  地域区分の変更
　５．  省エネルギー性能の評価単位
　６．  建築用途区分から室用途区分への変更

■非住宅建築物と住宅の告示の統合
非住宅建築物は平成25年4月（完全施行は平成26年4月）か
ら、住宅は平成25年10月（完全施行は平成27年4月）から施
行され、図ｰ1のように非住宅建築物・住宅共に一次エネルギー
消費量が導入され、外皮の性能基準は非住宅建築物では従来
のPAL法を、住宅には外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得
率の基準が導入されました。

■住宅外皮の熱性能の評価基準の変更
ここでは屋上防水に関連する外皮熱性能の評価方法について
記述します。
従来採用されていたQ値（熱損失係数）はUA値（外皮平均熱貫
流率）となり、μ値（夏期日射取得係数）はηA値（冷房期の平均
日射熱取得率）と変更されました。

■地域区分の変更
従来Ⅰ～Ⅵに区分されていた地域を1～8区分に細分化されま
した（表ｰ１）。市町村別に区分されているため、詳細内容につ
いては「エネルギーの使用の合理化に関する建築主等および
特定建築物の所有者の判断の基準」（以下「建築主の判断基
準」別表4）を参照願います。

■省エネルギー性能の評価単位
省エネルギー性能の評価単位は建物の用途により異なりま
す。マンション等の「住宅を含む建築物」の場合、各住戸毎に一
次エネルギー消費量、外皮平均熱貫流率UA値、および平均日
射熱取得率ηA値が「建築主の判断基準」の基準値を満たす必
要があります。

■「建築主の判断基準」の住宅に係る外皮性能の判断の基準
①外皮平均熱貫流率（UA値）
　外皮平均熱貫流率（UA値）が各地域区分で定められた値以
　下になること（表-2）。
　※UA値(W／K・㎡)＝建物全体(又は各住戸)の総熱損失量
　　(W／K)／外皮総面積(㎡)
　建物全体の総熱損失量(W／K)＝
　　(部位毎の熱貫流率×外皮表面積×温度差計数)の合計

②平均日射熱取得率（ηA値）
　平均日射熱取得率（ηA値）が各地域区分で定められた値以　 
　下となること（表-2）。
　※ηA値(%)＝[(各部位面積(㎡)×各部位日射取得率(%)×　
　　地域区分毎の方位係数の合計)／外皮表面積(㎡)]×100
　注)ηA値の基準は共同住宅等においてはUA値を満たしていれば概
　　ねクリアするため、本内容についての詳細は省略致します。
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表-2. 地域区分とUA値・ηA値の基準値

■UA値の算定方法と算定事例
①RC造外断熱工法・屋根一般部の熱貫流率（U値）の計算例
　以下に屋根面一般部の熱貫流率（U値）の計算例を示します。　こ
れと同様に外壁、隣接住戸の壁、床等についてそれぞれ　U値を
求める必要があります。

②外皮平均熱貫流率UA値の計算例
　【計算条件】
　対　象：共同住宅最上階、妻側住戸
　躯　体：RC造ラーメン構造
　　　　コンクリート厚：屋根150mm、床200mm、外壁135mm
　　　　　　　　　　  戸界壁・間仕切り壁150mm
　断熱仕様：屋根・外壁・開口部（開口部比率6%）※1 表-4. 参照
　　　　　構造熱橋部「Ⅳ地域相当」断熱補強範囲450mm厚さ20mm
　　　　　　　　     「Ⅰ地域相当」断熱補強範囲900mm厚さ20mm
　　　　　　　　  ※2 断熱材はA種ポリスチレンフォーム3種b
【計算結果】
表-4に示した条件による計算結果を表-5に示します。
条 件1：H11年基準Ⅳ地域相当の断熱仕様とした場合、H25年  　　
　  基準5～7地域のUA値に適合。
条　件2：条件1より屋上面の断熱材を10mm薄く算出した場　　　  
合、H25年基準5～7地域のUA値に適合。
条　件3：条件2より壁面の断熱材を15mm厚く算出した場合、　　
　  H25年基準4～7地域のUA値に適合。
条　件4：H11年基準Ⅰ地域相当の断熱仕様とした場合、H25年　　
　  基準の全ての地域でUA値に適合。

これらの結果は、H25年基準では建物全体での断熱性能を評価して
いるため、屋根面だけでなく外壁面の断熱性能を高めることが重要
であるといえ、外壁断熱材を厚くすることでUA値を小さく抑えるこ
とが可能であることを示しています。

※詳しくはKRKホームページまたはKRK発刊「シート防水マニュアル」　を
ご覧ください。

［賛助会員広告］ ［賛助会員広告］
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表-3. U値の計算例
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表-4. 屋根・外壁・開口部の断熱計算条件
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表-5. 各条件によるUA値の計算結果

表-6. 計算結果詳細例
【 （条件１）　断熱材厚さ ： (屋根) 60mm，(壁) 35mm の 場合 】
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■UA値の算定方法と算定事例
①RC造外断熱工法・屋根一般部の熱貫流率（U値）の計算例
　以下に屋根面一般部の熱貫流率（U値）の計算例を示します。
　これと同様に外壁、隣接住戸の壁、床等についてそれぞれ
　U値を求める必要があります。（表-3）

②外皮平均熱貫流率UA値の計算例
　【計算条件】
　対象：共同住宅最上階、妻側住戸
　躯体：RC造ラーメン構造
　　　 コンクリート厚：屋根150mm、床200mm、外壁135mm
　　　　　　　　　   戸界壁・間仕切り壁150mm
　断熱仕様：屋根・外壁・開口部（開口部比率6%）※1 表-4. 参照
　　　　　 構造熱橋部「Ⅳ地域相当」断熱補強範囲450mm厚さ20mm
　　　　　　　　      「Ⅰ地域相当」断熱補強範囲900mm厚さ20mm
　　　　　　　　  ※2 断熱材はA種ポリスチレンフォーム3種b

※詳しくはKRKホームページまたはKRK発刊「シート防水マニュアル」をご覧ください。

図-2　断熱材断面構成
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断熱厚さ６０mmの場合の計算例（部位：屋根一般部） 

※1 屋根･外壁･開口部の断熱計算条件

部位　　　　　　　　　　　　　　　仕様　　　　　　　　　隣接空間

【計算結果】
表-4に示した条件による計算結果を表-5に示します。
条件1 ： H11年基準Ⅳ地域相当の断熱仕様とした場合、H25年  
　　　   基準5～7地域のUA値に適合。
条件2 ： 条件1より屋上面の断熱材を10mm薄く算出した場合、
　　      H25年基準5～7地域のUA値に適合。
条件3 ： 条件2より壁面の断熱材を15mm厚く算出した場合、
　　　    H25年基準4～7地域のUA値に適合。
条件4 ： H11年基準Ⅰ地域相当の断熱仕様とした場合、H25年
　　　    基準の全ての地域でUA値に適合。

これらの結果は、H25年基準では建物全体での断熱性能を評
価しているため、屋根面だけでなく外壁面の断熱性能を高める
ことが重要であるといえ、外壁断熱材を厚くすることでUA値を
小さく抑えることが可能であることを示しています。

平成25年 基準　各地域区分での ＵA値の規定　

断熱材A種押出法ポリスチレンフォーム3種b

コンクリート　150mm

Ψ：線熱貫流率（W/m・K） 
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建築学会大会発表履歴
●1982年（東北大会）
「合成高分子ルーフィングの今後の課題」
●1983年（北陸大会）
「現場から採取した合成高分子ルーフィングシートの物性の経年変化」
●1989年（九州大会）
「シート防水層の性能評価試験その1（水密性試験方法及び結果 加硫ゴム、非加硫
　ゴム、塩ビ）」
「シート防水層の性能評価試験その2（水密性試験及び結果 EVA、改質アス）」
「シート防水層の性能評価試験その3（ずれ・たれ、へこみ、耐衝撃性、寸法安定性試
　験及び結果）」
「シート防水層の性能評価試験その4（耐風性試験及び結果）」
「シート防水層の性能評価試験その5（疲労、下地との間の通気抵抗性試験及び結果）」
●1992年（北陸大会）
「JIS A 6009 対象品性能試験 引張り試験方法及び結果」
●1993年（関東大会）
「防水材料の屋外曝露試験（その12）10年後のシート防水の劣化状況」
●1994年（東海大会）
「シート防水層の耐根性評価試験」
●1995年（北海道大会）
「シート防水層の風害実態調査」
●1996年（近畿大会）
「シート防水層の接着/固定強度の実態と風被害の関係」
「合成高分子系ルーフィングシート接合部の耐久性に関する検討（その1 促進耐久
　性試験の結果）」
「1995年兵庫県南部地震における防水層被害調査報告その2 被害の分析」
「シート防水層の環境対策に関する調査」
●1997年（関東大会）
「合成高分子系ルーフィングシート接合部の耐久性に関する検討（その2 接着性能
　に及ぼす要因）」
●1998年（九州大会）
「合成高分子系ルーフィングシート接合部の耐久性に関する検討（その3 屋外暴露
　耐久性試験の結果）」
「新型エチレンプロピレンゴムの防水シートとしての検討」
「使用済み加硫ゴムシートの再生ゴムとしての検討」
●1999年（中国大会）
「合成高分子系ルーフィングシート接合部の耐久性に関する検討（その4 屋外暴露
　と促進暴露の関係）」
「均質塩ビ系シートのリサイクル可能性の検討」

●2000年（東北大会）
「複合塩ビ防水シートの粉砕分離による再生化」
「複合塩ビ系防水シートのリサイクル可能性の検討」
●2001年（関東大会）
「熱可塑性ポリオレフィン樹脂系防水シートのリサイクル可能性の検討」
●2002年（北陸大会）
「合成高分子系ルーフィング接合部の耐久性に関する検討（その5 屋外暴露と促進
　劣化の関係）」
「リサイクル材を利用した熱可塑性ポリオレフィン樹脂系防水シートの検討」
●2003年（東海大会）
「シート防水における露出断熱仕様の調査（その1 調査の概要）」
「シート防水における露出断熱仕様の調査（その2 事故例と仕様）」
「シート防水における露出断熱仕様の調査（その3 品質調査）」
●2004年（北海道大会）
「シート防水における露出断熱仕様の調査（その4 塩ビ系シート防水工法の品質
　調査）」
「加硫ゴム系シート防水の高耐久仕様」

「熱可塑性ポリオレフィン樹脂系防水シートのリサイクル可能性の検討－2」
「エチレン酢酸ビニル樹脂系防水シートの性能評価」
「エチレン酢酸ビニル樹脂（EVA）シートによる防水層の性能評価」
●2005年（近畿大会）
「シート防水における露出断熱仕様の調査（その5 断熱材に関する調査と断熱材の
　固定について）」
「水系接着剤による加硫ゴム系シート防水工法の開発」
「屋上緑化防水システムのための耐根性の評価 その2 耐根性能評価試験方法」
「平成16年台風18号における防水関連被害状況 その2 屋根防水被害調査 　  
 （1）調査概要及び調査結果」
「防水材料の耐候性 その6 シート防水材」
●2006年（関東大会）
「シート防水における機械的固定工法の試験方法検討：その1 現状調査」
「シート防水における機械的固定工法の試験方法検討：その2 防水下地と固定用
　アンカーの繰り返し疲労試験」
「シート防水における機械的固定工法の試験方法検討：その3 円盤状固定金具と
　固定アンカーの引抜試験接合部内固定の防水シート剥離・破断試験」
「シート防水における機械的固定工法の試験方法検討：その4 固定用アンカーの
　引き抜き試験円盤状固定金具と防水シートの接合強度試験」
「防水材料の耐候性：その12 シート防水材」
「防水材料の耐候性：その13 シート防水材の屋外曝露試験」
●2007年（福岡大会）
「加硫ゴムシート機械的固定工法における接合部内施工法の検討：その1 接合部内
　固定位置の違いよる静的荷重試験結果」
●2008年（中国大会）
「加硫ゴムシート機械的固定工法における接合部内施工法の検討：（その2）大型
　減圧試験方法での検証」
「TPEシート機械的固定工法における接合部内施工法耐風圧性能評価の検討： 
　減圧大型試験による静的荷重・動的荷重試験」
●2009年（東北大会）
「加硫ゴム系シートの接合仕様検討」

●2010年（北陸大会）
「強風下における機械的固定工法による防水層の挙動：その4 宮古島での実測概要
　と台風0920号の性状」
「強風下における機械的固定工法による防水層の挙動：その5 防水シートのふくれ
　とファスナーに加わる鉛直力・横力」
「防水材料の耐候性：その30 シート防水材」
「防水材料の耐候性：その29 シート防水材の屋外暴露試験」
●2011年（関東大会）
「メンブレン防水層（シート防水材）の屋外暴露後の性能評価試験結果」
「加硫ゴム系シート防水高断熱防水仕様の検討」
●2012年（東海大会）
「加硫ゴム系シート防水高断熱防水仕様の検討 その2 防火性能評価」
「機械的固定工法防水層の耐風性評価 その3 いくつかの機械的固定工法の耐風
　性試験結果」
●2013年（北海道大会）
「機械的固定工法防水層の耐風性評価 その4 断熱材上面を鉄板等で補強した
　工法について」
「機械的固定工法防水層の耐風性評価 その5 断熱材を接着補強した金属屋根
　下地試験体の場合」
「エチレン酢酸ビニル樹脂（EVA）系シート防水の性能評価 10年以上経過した
　防水層の現状調査および採取したシートの物性測定」
「高日射反射率防水層の屋外暴露性能評価 試験方法および評価計画」
「防水材料の耐候性：その48 加硫ゴムシート防水材の屋外暴露試験と促進暴露
　試験」
「防水材料の耐候性：その49 塩ビ系シート防水材の屋外暴露試験と促進暴露試験」

毎年開催される建築学会大会において、KRKは多数発表を行ってきました。
過去に発表された論文のタイトルを記載します。

おかげさまで創立   周年 

本 社 :  (06)6442-0951 
仙 台 :  (022)371-3195  東 京 :  (03)3639-2310  名古屋 :  (052)774-7141   
富 山 :  (076)425-8032  大 阪 :  (072)726-1501  福 岡 :  (092)414-2717 
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笛吹市役所本庁舎
加硫ゴム系シート防水機械的固定工法

BWTあすとぴあ工場
加硫ゴム系シート防水接着工法

一橋大学
加硫ゴム系シート防水接着断熱工法

1982年～1999年

２０００年～２００９年

２０10年～

　ＪＰＦは機械的固定工法用ビスのサプライヤーとして、
鉄骨、ＡＬＣ,木材など、さまざまな相手材に対応した
製品を取りそろえております。これからも、シート防水の
耐風圧性向上と、施工標準化に対応する製品の開発を
進め、建築物の価値向上に貢献してまいります。


